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近年，重症のアトピー性皮膚炎(atopic dermatitis :

AD)に対してシクロスポリン(CyA)の内服治療が行

われるようになった．CyA の短期間内服についての

報告は散見されるが長期内服についての報告は少な

い．今回韓国において CyA の長期療法の安全性を評

価するための追跡調査が行われた．抗ヒスタミン剤，

ステロイド剤外用に加え，平均 2.7 mg/kg のシクロ

スポリンを 6か月以上投与し症状を比較した．全症例

における平均 SCORADスコアは 6か月後には開始前

の半分にまで改善，また重症度別の比較では，重症お

よび中等症のいずれの群においても 1か月後には半分

の値にまで低下した．

また，内因性 AD と外因性 AD の比較ではいずれ

も SCORAD値は半年後に半減し，グループ間に有意

差はなかったが，外因性ADの 76% で IgE の低下が

みられ，全体の平均としては 47% の低下がみられた．

シクロスポリンと IgE 値に関してはさまざまな議論

があるが，今回の追跡調査にて内因性では IgE 値に

変化がなかったことから，CyA の治療効果が IgE 値

を低下させる以外のメカニズムにもあることが示唆さ

れたとしている．

また，副作用は既報告と比して少なく，また寛暖期

間が長かったことより AD の治療において 6 か月以

上の CyA は長期の寛解が得られ有効であると結論付

けられた．しかし，副作用については比較検討してい

る論文と投薬量および年齢も異なることから今後投薬

量および年齢をあわせた比較検討が必要と思われる．
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アトピー性皮膚炎患者におけるシクロスポリン長期内服治療の効能と安全性
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